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平成２５年度第７回公立大学法人熊本県立大学教育研究会議 議事録 

 

日 時：平成２５年１０月１５日（火）１０時００分～１１時３０分 

場 所：熊本県立大学大会議室 

出 席：学長      古賀 実 

副学長      半藤 英明 

事務局長           岡本 哲夫 

文学部長     山田 俊 

環境共生学部長      堤  裕昭 

総合管理学部長     松尾 隆 

地域連携・研究推進ｾﾝﾀｰ長   松添 直隆 

学術情報ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ長    三浦 章 

環境共生学研究科長    北原 昭男 

熊本県公立高等学校長会会長  中西 眞也 

熊本日日新聞社新聞博物館長  平野 有益 

 昭和女子大学大学院特任教授  渡辺 満利子  

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：文学研究科長        村里 好俊 

    ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究科長     明石 照久 

事務局：田代事務局次長、元島教務入試課長、安達学生支援課長、福永総務課長、花村企

画調整室長、前田地域連携・研究推進ｾﾝﾀｰ事務長、教務入試課阿蘇品班長、同課

西本班長、企画調整室山田参事 

 

１ 開会（進行：田代次長） 

  

２ 学長挨拶 

   

３ 議事（議長：古賀学長）  

（１）審議事項 

 ① 平成２６年度入学者選抜における合格者の決定について 

  １）環境共生学部居住環境学科 自己推薦型入試 

   事務局教務入試課から、資料１－１に基づき、「環境共生学部居住環境学科自己推

薦型入試については、１０月５日に試験を実施した。募集人員は４名。配点はプレゼ

ンテーション及び質疑応答を含む面接で１００点。志願者は１７名で県内９名、県外

８名、男性８名、女性９名。志願者のうち１６名が受験した。」との説明があり、続

けて、堤環境共生学部長から、資料１－２に基づき、「上位４名を合格としたい。」

との説明があった。 

   審議の結果、案のとおり承認した。 
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  ２）大学院文学研究科（秋季募集）入試 

   事務局教務入試課から、資料２－１に基づき、「文学研究科秋季募集入試について

は、日本語日本文学専攻、英語英米文学専攻ともに、９月２８日に実施した。日本語

日本文学専攻博士前期課程について、募集人員は、秋季募集３名。志願者３名、受験

者２名。志願者の選抜区分は、全員が一般選抜。英語英米文学専攻博士前期課程につ

いて、募集人員は、秋季募集３名。志願者１名、受験者１名。志願者の選抜区分は、

一般選抜。英語英米文学専攻博士後期課程について、募集人員は、秋季募集１名。志

願者１名、受験者１名。」との説明があり、続けて村里文学研究科長から、資料２－

２に基づき、「日本語日本文学専攻博士前期課程の一般選抜は、受験者２名が総得点

の６割以上であり、２名とも合格としたい。英語英米文学専攻博士前期課程の一般選

抜は、受験者 1 名が総得点の６割以上であり、合格としたい。英語英米文学専攻博士

後期課程については、受験者１名が総得点の６割以上であり、合格としたい。」との

説明があった。 

   審議の結果、案のとおり承認した。 

 

  ３）大学院アドミニストレーション研究科（秋季募集）入試 

   事務局教務入試課から、資料３－１に基づき、「アドミニストレーション研究科（博

士前期課程）秋季募集入試について、９月２８日に実施した。募集人員は秋季・春季

合わせて２０名。４名が志願し、受験。志願者の内訳は、一般選抜が志願者１名、社

会人特別選抜が３名。」との説明があり、続けて、明石アドミニストレーション研究科

長から、資料３－２に基づき、「博士前期課程の一般選抜受験の１名については、基準

の６割を超えていたので合格としたい。博士前期課程の社会人特別選抜については、

受験者３名については基準の６割を超えていたので合格としたい。」との説明があっ

た。 

  審議の結果、案のとおり承認した。 

 

 ② 教員の採用について 

  事務局総務課から、資料４－１に基づきこれまでの審査の経緯等について説明があ

った。 

  １）社会言語学・方言学 

  山田文学部長から、資料４－３に基づき、「社会言語学・方言学採用人事について、

公募に対して１１名の応募があった。うち書類不備、審査資格がないものを除いた１

０名について、文学部内で選考手続きを進め、候補者を選定した。平成２６年４月１

日付けで講師として、採用していただきたい。」との説明があった。続いて、全学資格

審査委員会議長である半藤委員より、「社会言語学・方言学の採用予定者は、講師での

採用が適当であると全学資格審査委員会において判定した。」との報告があった。 

  審議の結果、案のとおり承認した。 
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  ２）韓国語・異文化コミュニケーション論 

  山田文学部長から、資料４－４に基づき、「韓国語・異文化コミュニケーション論採

用人事について、公募に対して１０２名の応募があった。うち書類不備、審査資格が

ないものを除いた９０名について、文学部内で選考手続きを進め、候補者を選定した。

平成２６年４月１日付けで講師として、採用していただきたい。」との説明があった。

続いて、全学資格審査委員会議長である半藤委員より、「韓国語・異文化コミュニケー

ション論の採用予定者は、講師での採用が適当であると全学資格審査委員会において

判定した。」との報告があった。 

  審議の結果、案のとおり承認した。 

 

  ３）建築設計・住空間計画学 

  堤環境共生学部長から、資料４－５に基づき、「建築設計・住空間計画学採用人事に

ついて、公募に対して１６名の応募があった。環境共生学部内で選考手続きを進め、

候補者を選定した。平成２６年４月１日付けで准教授として、採用していただきたい。」

との説明があった。続いて、全学資格審査委員会議長である半藤委員より、「建築設計・

住空間計画学の採用予定者は、准教授での採用が適当であると全学資格審査委員会に

おいて判定した。」との報告があった。 

  審議の結果、案のとおり承認した。 

 

  ４）看護学 

  松尾総合管理学部長から、資料４－６に基づき、「看護学採用人事について、再公募

に対して４名の応募があった。総合管理学部内で選考手続きを進め、候補者を選定し

た。平成２６年４月１日付けで准教授として、採用していただきたい。」との説明があ

った。続いて、全学資格審査委員会議長である半藤委員より、「看護学の採用予定者は、

准教授での採用が適当であると全学資格審査委員会において判定した。」との報告があ

った。 

  審議の結果、案のとおり承認した。 

 

（２）報告事項 

 ① 公立大学法人熊本県立大学業務実績評価について 

  事務局企画調整室から、資料５に基づき、熊本県公立大学法人評価委員会から通知

があった「平成２４年度公立大学法人熊本県立大学業務実績評価書」について、「大学

の教育研究の質の向上」部分を中心に報告があった。 

 

  ② 次期学長の選考結果について   

   事務局企画調整室から、資料６に基づき、「熊本県立大学の現学長の任期が平成２

６年３月３１日をもって満了するため、学長選考会議において審議を重ね選考の結果、

現学長を再任で次期学長として選考した。」との報告があった。 

 



 4 

４ その他 

 次回日程  平成２５年度第８回 １１月２５日（月） 午後１時～本部棟２階大会議室 

 

５ 閉 会  


